
認証60周年記念誌

Lions Club



（表紙の題字は初代会長、柚木久太の手による）

スローガン
Liberty,  Intelligence, 
Our  Nation's  Safety
（自由を守り、知性を重んじ、われわれの国の安全をはかる。）

モットー
We Serve
（われわれは奉仕する。）

ライオンズの誓い
われわれは知性を高め、
友愛と相互理解の精神を養い、
平和と自由を守り、社会奉仕に精進する。

認　証　状
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結成式の写真
　玉島ライオンズクラブは昭和31年2月9日、全国21番目のクラブとして結成された。結成式には、Ｌバレネンゴアを始め、
スポンサーＣからＬ原、Ｌ豊田、Ｌ原悦次の諸氏を迎えていとも厳粛な結成式が挙行された（写真は当日商工会議所前で撮影）。
会員氏名　 吉川、柚木、渡辺豊、岡部、小野、佐藤、浅野、高越、渡辺茂、伊丹、満谷士郎、藤沢、仁科桂一、中野信五郎、

満谷喜四男、瀬崎、萱野、中野重太郎、仁科恒夫、石橋、渡辺義夫、中藤、二宮、吉田、遠藤、堀口、山本、菊池、
守屋、金子の各Ｌ　計34人にて結成（10周年誌より）

系　　　　図

倉敷ほほえみ
２００５・３・11

倉敷ほほえみ
２００５・３・11

倉敷真備
１９７７・４・９
倉敷真備
１９７７・４・９

倉　敷　東
１９６９・２・25
倉　敷　東
１９６９・２・25

倉敷中央
１９６４・６・21
倉敷中央
１９６４・６・21

倉敷水島
１９６２・11・12
倉敷水島
１９６２・11・12

早　　島
１９８５・12・９
早　　島
１９８５・12・９

倉敷鶴形
１９７０・４・25
倉敷鶴形
１９７０・４・25

倉　敷　南
１９７５・２・27
倉　敷　南
１９７５・２・27

倉敷阿知
１９７８・10・７
倉敷阿知
１９７８・10・７

倉敷天領
１９８３・12・18
倉敷天領
１９８３・12・18

新　倉　敷
2014・4・4

新　倉　敷
2014・4・4

倉敷平成
１９８９・６・22
倉敷平成
１９８９・６・22

倉　敷　西
１９７９・12・15
倉　敷　西
１９７９・12・15

笠　岡　東
１９８２・４・５
笠　岡　東
１９８２・４・５

矢　　掛
１９６５・１・15
矢　　掛
１９６５・１・15

水島中央
２０１１・１・25
水島中央
２０１１・１・25

備前三石
１９６１・６・24
備前三石
１９６１・６・24

吉　　永
１９６７・４・21
吉　　永
１９６７・４・21

笠　　岡
１９５６・12・15
笠　　岡
１９５６・12・15

金　　光
１９６０・３・27
金　　光
１９６０・３・27

倉　　敷
１９５７・６・27
倉　　敷
１９５７・６・27

マ　ニ　ラ
１９４９・３・23
マ　ニ　ラ
１９４９・３・23

東　　京
１９５２・３・15
東　　京
１９５２・３・15

神　　戸
１９５３・２・10
神　　戸
１９５３・２・10

大　　阪
１９５３・４・16
大　　阪
１９５３・４・16

岡　　山
１９５４・11・２
岡　　山
１９５４・11・２

津　　山
１９５５・５・12
津　　山
１９５５・５・12

児　　島
１９５５・12・28
児　　島
１９５５・12・28

井　　原
１９５６・１・26
井　　原
１９５６・１・26

玉　　野
１９５６・３・31
玉　　野
１９５６・３・31

西　大　寺
１９５７・５・１
西　大　寺
１９５７・５・１

岡山烏城
１９５７・11・26
岡山烏城
１９５７・11・26

備　　前
１９６０・６・26
備　　前
１９６０・６・26

岡　山　東
１９６０・12・26
岡　山　東
１９６０・12・26

高　　梁
１９６１・２・16
高　　梁
１９６１・２・16

和　　気
１９６２・２・11
和　　気
１９６２・２・11

ライオンズクラブ
国 際 協 会
１９１７（Ｔ６）６・７

ライオンズクラブ
国 際 協 会
１９１７（Ｔ６）６・７

玉   島
全国　21番目
岡山県５番目
１９５６・２・９

玉   島
全国　21番目
岡山県５番目
１９５６・２・９

　本日はライオンズクラブ地区年次大会１週間前という、なにかとお忙しい

中、玉島ライオンズクラブ認証60周年記念式典にご出席を賜り、誠に有難うご

ざいます。

　玉島ライオンズクラブは全国で21番目のクラブとして誕生した伝統あるクラ

ブですが、今日まで60年間のたゆまぬ活動の中で、特に10年の節目を大切に

し、記念に残る様々な事業を行ってきました。

　近年、社会構造の変化とともに、いろいろな団体の会員減少ははなはだし

く、我々ライオンズクラブも例外ではなく、ライオンズメンバーとしての自信

と誇りを少々なくしつつあるように感じます。

　玉島ライオンズクラブでは60周年の記念式典を通して「玉島らしいクラブ」

とは、「地域に根差したクラブ」とは何かを考え、ライオンズメンバーの自信

と誇りを取り戻し、更なる100年を目指したいと考えています。

　本日は、オープニング演奏・記念講演会も玉島ゆかりの方をお呼びし、メン

バー一同おもてなしの心を持って、玉島づくしの素晴らしい式典となるよう頑

張っています。

　どうぞ最後まで楽しんで頂き、ライオンズメンバーの絆を一層深めて頂きた

く、お願い申し上げ挨拶とさせていただきます。

歓迎の言葉
玉島ライオンズクラブ
 60周年大会委員長　　菊池　東
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　玉島ライオンズクラブが、このたび認証60周年を迎えられますことを心から

お喜び申し上げます。

　皆さま方には、昭和31年に全国21番目、県内５番目のライオンズクラブと

して結成されて以来、ライオニズムに根差した奉仕の精神に基づき、スポーツ

を通じた青少年の健全育成など、時代や社会環境に必要とされる社会奉仕活動

を長年にわたり続けておられますことに心から敬意と感謝の意を表します。

　現在、岡山県においても、教育の再生、経済分野をはじめとしたさまざまな

分野におけるグローバル化への対応、県民の安全・安心の確保など解決すべき

多くの課題を抱えています。こうした課題を踏まえ本県では、すべての県民が

明るい笑顔で暮らす「生き活き岡山」の実現を目指し、さまざまな取り組みを

進めているところです。また、喫緊の課題である「おかやま創生」について

は、人口減少問題を克服し、本県が持続的に発展するための道筋をお示しする

「おかやま創生総合戦略」を策定したところです。今後、その実現に向け、市

町村を始め、様々な主体と連携しながら、取り組んでいくこととしています。

　皆さま方におかれましては、引き続き、日頃の活動を通じて、郷土岡山の発

展に一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

　最後に、玉島ライオンズクラブのさらなるご発展と、会員の皆さま方のます

ますのご健勝、ご活躍を心から祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

祝　　辞
 　岡山県知事
  伊原木　隆　太

　「室は東に　赤間は西に　玉島港はまん中に」とうたわれ、瀬戸内屈指の商

業港として栄えた玉島。

　春爛漫のこの佳き日、岡山県知事伊原木隆太様、倉敷市長伊東香織様をはじ

めご来賓の皆様、そして336-B地区ガバナー尾﨑博様、地区役員、スポンサー

クラブ、ブラザークラブの皆様をお迎えし、玉島ライオンズクラブ認証60周年

記念式典を挙行できますことは、この上ない喜びであり、心から厚くお礼申し

あげます。

　玉島ライオンズクラブは、岡山ライオンズクラブのスポンサーにより、

1956年２月９日に結成され、全国で21番目、県内で５番目のクラブとして誕

生しました。以来60年、奉仕と和の心をモットーに、地域に根差した活動をし

てまいりました。

　本年度はクラブテーマとして「60周年、次なる70年を見据えて　─奉仕と

誇り─」を掲げ、青少年の健全育成、文化活動、地域社会への貢献等、数々の

奉仕活動に取り組んできました。

　８月30日の「音楽溢れる街たましま　クラシックコンサート」を皮切りに、

11月17日には玉島地区４中学校へ「高性能プロジェクター」を寄贈。１月30

日、31日には、女子バスケットボール界で圧倒的な強さを誇り、今年のオリン

ピックでも主力として活躍が期待される、JX-ENEOSサンフラワーズのコーチ

の皆様をお迎えして「バスケットボール教室」を開催。また３月19日には、ブ

ラザークラブの皆様にも多数ご参加いただき、「チャリティゴルフ大会」を盛

大に行うことができました。この収益金は、青少年の健全育成に大切に活用さ

せていただきたいと思います。

　本日の式典を契機に、会員一同さらなるライオニズムの高揚につとめ、奉仕

活動に精進する所存です。

　今後とも一層のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げますととも

に、皆様方のご健勝、ご発展を祈念し、ご挨拶とさせていただきます。

ごあいさつ
玉島ライオンズクラブ
 会長　　丸　川　秀　雄
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　玉島ライオンズクラブ認証60周年を迎えられましたことを心よりお祝い申し

上げます。

　玉島ライオンズクラブの皆様におかれましては、昭和31年（1956年）２月

結成以来『奉仕』と『友愛』の精神をモットーに歴代会長を中心に会員の皆様

が一致団結され、青少年健全育成事業・野球教室をはじめとして環境問題、音

楽コンサートなど数々の奉仕活動を積極的に続けてこられました。こうした長

年に渡る地域社会への貢献活動に対し心から敬意を表する次第であります。

　私たち商工会議所におきましても現在、倉敷市と共に『文化のかおるまち玉

島』をテーマに玉島に根付く茶文化を通じて観光客の誘致と玉島の認知度向上

を図ることを目的とした事業や産業観光バスツアーの事業など豊かで魅力あふ

れる街づくり、地域社会の創造を目指した活動をしています。

　今後とも、玉島ライオンズクラブの皆様とご一緒に連携・協調して共に玉島

地域の発展のために努力できればと思います。

　終わりになりましたが認証60周年を契機として玉島ライオンズクラブの今後

ますますのご発展と、会員皆様のご健勝とご多幸を祈念申し上げお祝いの言葉

といたします。

祝　　辞
玉島商工会議所
 会　頭　　原　田　格　二

　玉島ライオンズクラブ結成60周年、誠におめでとうございます。

　玉島ライオンズクラブは、昭和31年２月に岡山ライオンズクラブをスポン

サーに全国21番目、県内５番目のクラブとして結成されました。以来、歴代会

長をはじめ会員皆様方の熱き情熱とたゆまぬご努力によって輝かしい発展を遂

げておられますことは、誠に喜ばしい限りであります。

　会員の皆様方におかれましては、ライオンズクラブの崇高な精神のもと、海

外からの交換留学生の受け入れをはじめ、円通寺や新倉敷駅玄関への良寛像の

設置、円通寺公園の案内板設置や植樹、東日本大震災被災地との交流事業な

ど、地域の文化を醸成する数多くの奉仕活動や交流活動等に積極的に取り組ま

れておられますことに、深く敬意を表しますとともに、心より感謝を申し上げ

ます。

　さて、本市におきましては、平成27年度を、まち・ひと・しごと創生元年と

位置づけて、世代を超えて倉敷で暮らしてみたい、暮らし続けたいと言われる

まちを目指しております。また、本年５月には８年ぶりに日本国で開催されま

す主要国首脳会議の関係閣僚会合である「Ｇ７倉敷教育大臣会合」が開催され

る予定となっております。こうした取組の成功、ならびに市政推進のため、皆

様方には、地域社会発展のよきリーダーとして、引き続き、お力添えを賜りま

すよう、ご理解とご協力を心からお願い申し上げます。

　終わりに、玉島ライオンズクラブの今後益々のご発展ならびに会員皆様方の

ご活躍とご健勝をお祈り申し上げまして、お祝いの言葉といたします。

祝　　辞
 　倉敷市長
  伊　東　香　織
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　玉島ライオンズクラブ認証60周年記念式典の開催、誠におめでとうございま

す。

　日本にライオンズクラブが誕生して63年を迎える中で、貴クラブは、地区内

で５番目、全国では21番目に誕生し、今年度60周年を迎えられたことは、正

に日本におけるライオンズクラブの草分け的存在であり、今日まで積み重ねて

こられた功績に対し、深甚なる敬意を表します。

　また、ライオンズクラブ国際協会も2016年７月から創設100年を迎え、次な

る200年に向けて、新しいスタートを切ることになります。そんな気運の中

で、60周年という節目を迎えられたことは誠に意義があり、丸川会長のスロー

ガン「60周年、次なる70周年を見据えて－奉仕と誇り－」のもと、更なる躍

進を遂げられようとしていることに心からエールをお送りしたいと思います。

　ところで、ライオンズクラブ100周年記念テーマは「ニーズのあるところに

ライオンズがいる」であります。山田国際会長もライオンズクラブの本義であ

る奉仕力を更に高めていくことを強く訴えられています。ただ、私達を取り巻

く社会構造の急激な変化によって奉仕のニーズも多様化してきており、ライオ

ンズの果たすべき役割も益々広がり、奉仕への取り組みも今までのフィールド

を超えた知恵と勇気が求められてきています。

　貴クラブに於かれましては、この度の60周年を励みにこれからも地域のリー

ダーとしての誇りを胸に、更なる社会貢献活動に精進されていくことを心より

ご期待申し上げます。

　最後になりましたが、本日ご参会の各クラブのご発展と皆様のご健勝を心か

らご祈念申し上げ、祝辞とさせて頂きます。

祝　　辞
ライオンズクラブ国際協会
 336-B地区ガバナー　　尾　﨑　　　博

　このたび、貴クラブが結成60周年を迎えられたとのこと、心よりお祝いを申

し上げます。

　60周年記念は、これまでクラブが成し遂げてきたことを顧みると同時に、新

たな奉仕の可能性を望む機会です。達成した成果を祝いつつ、さらなる向上を

目指し新たな道を探る必要があります。まさに、私が皆さんにお話ししてきて

おりますように、「温故知新」のことわざのとおり、よき伝統と悪しき慣習を

見極めて新しい一歩を踏み出す絶好の機会であります。

　皆様がこれまで、思いやりの心を持ち、人々に献身的に援助の手を差し伸べ

てこられたお蔭で、ライオンズクラブ国際協会は、およそ一世紀に渡り奉仕に

おけるグローバル・リーダーの地位を維持することができました。

　貴クラブは、チームとして一致団結すれば、一人で出来ることよりも一層大

きなことを成し遂げることができるのだということに気づいた、思いやりのあ

る気持ちを持った有志によって結成されました。協力すれば、私たちは地域

で、そして世界で、数えきれない人々の人生をより良く変えることができま

す。力を合わせれば、奉仕を通じて人々の命の尊厳が守られ、平和がもたらさ

れます。共に取り組めば、達成できることは無限です。 

　重ねて、貴クラブが60周年を迎えられましたことをお慶び申し上げます。奉

仕における貴クラブのますますのご発展をお祈りいたします。

玉島ライオンズクラブの皆様へ
ライオンズクラブ国際協会
 国際会長　　山　田　實　紘
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　この度は、玉島ライオンズクラブにおかれましては、認証60周年を迎えられ、
その輝かしい歴史に敬服いたしますとともに、心よりお祝い申し上げます。

　貴クラブは、私ども岡山ライオンズクラブをスポンサーとして、1956年２月に
日本で21番目、岡山では５番目のクラブとして結成され、新しい文化を取り入れ
る土壌に合った良寛ゆかりの地にライオンの灯を燈されました。

　過去の歴史を紐解くと、私どもは貴クラブの設立に際し、ささやかなお手伝い
をしたにすぎません。むしろ貴クラブの草創期の先輩諸兄は、ライオニズムに燃
え大変なご苦労とご努力をされ、今日の礎を築かれたと拝察いたします。

　そのたゆまぬ会員の熱意により、貴クラブの発展隆盛はもとより、笠岡ライオ
ンズクラブ、倉敷ライオンズクラブ、倉敷西ライオンズクラブ、倉敷平成ライオ
ンズクラブをエクステンションされ、文化薫る地域社会に奉仕の輪を大きく広げ
られておられますことに対しまして、大いに敬意を表する次第でございます。
　貴クラブは、設立以来60年、奉仕と和の心をモットーに、次代を担う青少年の
健全育成活動を中心に、清掃、植樹等の環境保全・地域奉仕活動と、素晴らしい
継続アクティビティをされておられます。また特に良寛文化の振興については大
きく力を注がれ、節目の周年特別奉仕事業として、円通寺「童と良寛」の石像、
新倉敷駅玄関の「童と良寛ブロンズ像」、円通寺本堂前の「良寛托鉢ブロンズ
像」等の寄贈をされ、地域の方々の象徴となっている事は、誠にすばらしい地域
に密着した活動成果と改めて深く敬意を表します。

　これからも時代の変遷に伴う地域社会のニーズに沿った啓蒙活動が、実り多き
素晴らしい活動となりますことをご期待申し上げます。
　最後に、玉島ライオンズクラブが認証60周年を契機として今後益々のご発展を
祈念申し上げますとともに、会員の皆様並びにご家族のご健勝とご多幸を心より
お祈り申し上げ、お祝いの言葉といたします。

 2016年４月10日　

祝　　辞
岡山ライオンズクラブ
 会長　　渡　邉　　　勝

来　賓　名　簿

一　　般

 岡山県知事 伊原木　隆　太　様
 倉敷市長 伊　東　香　織　様
 玉島商工会議所会頭 原　田　格　二　様
 玉島ロータリークラブ会長 今　城　友三郎　様
 （一社）玉島青年会議所理事長 香　西　哲　郎　様
 玉島商工会議所青年部会長 西　山　王　明　様
 倉敷保護司会　玉島分区　会長 小　野　　　厚　様
 社会福祉法人恵聖会　児童養護施設　玉島学園　園長 田　邉　　　弘　様
 倉敷市立玉島東中学校　校長 片　山　哲　至　様

336-B地区ライオンズ関係

 地区ガバナー 尾　﨑　　　博　様
 元協議会議長　元地区ガバナー・地区名誉顧問 渡　部　雅　文　様
 第一副地区ガバナー 大　谷　　　博　様
 第二副地区ガバナー 太　田　健　一　様
 元地区ガバナー 柴　田　髙　志　様
 キャビネット幹事 内　山　　　茂　様
 キャビネット会計 木　下　崇　雄　様
 ４R-1Z・ZC 松　森　忠　男　様
 ４R-2Z・ZC 國　富　憲　一　様
 YCE・国際関係委員長 赤　野　勝　俊　様
 キャビネット副幹事 小　川　太　郎　様
 キャビネット副幹事 広　瀬　和　紀　様
 FWT委員 伊　藤　千鶴子　様
 広報委員 中　家　宣　子　様
 環境保全委員 三　浦　　　元　様
 ライオンズクエスト特別委員 佐　藤　美恵子　様

報道関係

 玉島テレビ放送株式会社　代表取締役社長 藤　井　鉄　郎　様
 山陽新聞倉敷本社　代表 土　佐　直　樹　様
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認証60周年記念式典次第

 2016年４月10日（日）
 　玉島市民交流センター湊ホール

【オープニング演奏】　10：50～／湊ホール 箏　　　　　山路　みほ 　
 尺八　ボンダルチュク・ 　
 パヴェル 　

【記念式典】　11：00～／湊ホール 司　会　　幹事　妹尾　光雄 　
 アシスタント  　　　佐藤　順子 　

１．開会宣言並びに開会ゴング 会長　丸川　秀雄 　
２．国旗に敬礼
　　国歌斉唱
３．ライオンズ･ヒム斉唱
　　ライオンズの誓い唱和 ライオン・テーマー　西田　正孝 　
４．物故会員追悼
５．歓迎挨拶 大会委員長　菊池　　東 　
６．会長式辞 会長　丸川　秀雄 　
７．来賓祝辞 岡山県知事　伊原木隆太 様
 倉敷市長　伊東　香織 様
 ライオンズクラブ国際協会 336-B地区ガバナー　尾﨑　　博 様
８．来賓紹介
９．祝電披露
10．スポンサークラブへ感謝状並びに記念品贈呈 会長　丸川　秀雄 　
11．スポンサークラブ会長祝辞 岡山ＬＣ会長　渡邉　　勝 様
12．記念事業発表 大会副委員長　瀬尾　俊治 　
13．目録贈呈 会長　丸川　秀雄 　
14．ライオンズローア ライオンズクラブ国際協会 336-B地区 4R-2Z ZC　國富　憲一 様
15．閉会宣言並びに閉会ゴング 会長　丸川　秀雄 　

【記念講演】　12：15～／湊ホール
１．講師紹介 前会長　中藤　　収 　
２．記念講演 『100％の力を発揮する組織づくり』 講師　大倉　孝一 様
３．閉演挨拶 記念事業委員長　安原　晴彦 　

【祝　宴】　13：20～／体育棟２階
１．開宴挨拶 式典祝宴委員長　金邉　卓資 　
２．乾杯 ライオンズクラブ国際協会 336複合地区ガバナー協議会 元議長　渡部　雅文 様
３．ブラザークラブ紹介
４．アトラクション　オールディーズバンド演奏 Goodies 　
５．閉宴挨拶 第一副会長　中藤　邦彦 　

テーマ
「100％の力を発揮する組織づくり」

曲　目　「春の海」

講　師

玉島ライオンズクラブ認証60周年記念事業

SAMURAI JAPAN
女子野球日本代表監督

大
お お

倉
く ら

 孝
こ う

一
い ち

【略歴】
倉敷市玉島出身
玉島商業－駒沢大学－NKK日本鋼管（現JFE）
大学で日本一2回、社会人野球では都市対抗準優勝を
果たす。
現役引退後、コーチとして多くのプロ野球選手を育てる。
その後スポーツトレーナーとして、テクニック・フィジカ
ル・メンタル等総合的にアスリートの指導を中心に活動。
女子野球日本代表監督として2008年・2010年・2014
年にIBAF女子野球ワールドカップで世界一に輝く。

【主な経歴】
一般財団法人全日本女子野球連盟　専務理事
侍JAPAN女子野球日本代表監督
IPU環太平洋大学　女子硬式野球部　監督
SEB(株)　代表
倉敷ピーチジャックス　代表

尺八
ボンダルチュク・パヴェル

箏
山路 みほ

ロシア・モスクワ出身。モスクワ音楽院の「民族音楽フェス
ティバル・日本音楽コンサート」（ラフマニノフホール）やモ
スクワのテレビ・ラジオに出演。また講義やワークショップを
行うなど、モスクワで尺八の第一人者として幅広い活動を
行っていた。2013年に来日し、尺八奏者の石川利光氏に師
事。「2014年文化庁文化交流使フォーラム（政策研究大学
院大学想海老樓ホール（東京六本木））」や、トッパンホー
ル（東京）でのコンサート、平河町ミュージックコンサート
シリーズ（東京）、岡山シンフォニーホールでのコンサートな
どにも出演するなど、日本でも数多くのコンサートやライブ活
動、ワークショップなども行っている。また岡山にて尺八教
室も開講している。

倉敷市玉島出身。東京藝術大学音楽学部卒業。長谷検校
記念第5回全国邦楽コンクール全部門総合第1位をはじめ、
数々のコンクールにて優勝。全国ツアー、オーストラリア、
東欧でのツアーなど国内外で数多くコンサートを行っている。
平成25年には5カ月間文化庁より文化交流使としてロシアに
派遣されモスクワ音楽院にて教授活動を行う。日本国内でも
「吉幾三ショー」やNHK教育テレビ「芸能花舞台」、NHKFM
ラジオ「邦楽のひととき」などに度々出演。洋楽器や各国の
伝統楽器との共演をはじめ邦楽の枠を超えた幅広い活動を
繰り広げている。岡山芸術文化賞準グランプリ受賞、倉敷
市文化連盟奨励賞受賞、福武文化奨励賞受賞。現在、東
京藝術大学同声会、森の会会員。岡山大学非常勤講師。

記念講演

式典オープニング演奏

と　き　2016年４月10日（日）
ところ　玉島市民交流センター湊ホール

演　奏　箏　　山路 みほ
　　　　尺八　ボンダルチュク・パヴェル
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玉島ライオンズクラブ認証60周年記念事業玉島ライオンズクラブ認証60周年記念事業

（共催　玉島信用金庫様）音楽溢れる街たましまクラシックコンサート JX-ENEOS　バスケットボール教室

と　き　2015年８月30日（日）
ところ　玉島文化センター
演　奏　倉敷管弦楽団　
指　揮　菊池　東
共　演　倉敷シティバレエ
　　　　バス／岸本　力
曲　目　 
グリンカ／歌劇「ルスランとリュドミラ」序曲
１分間指揮者コーナー
　　チャイコフスキー／白鳥の湖より　情景
　　　　　　　　　　　 くるみ割り人形より　トレパーク
チャイコフスキー／バレエ音楽　白鳥の湖より
ロシア民謡

と　き　2016年１月30日（土）31日（日）
ところ　倉敷市立玉島北中学校
協　力　JX-ENEOS BASKETBALL CLINIC
参加者　10中学校 44名

　玉島信用金庫様の創立100周年記念事
業に共催。地元の倉敷管弦楽団を軸に倉
敷シティバレエの参加を得た。
　中でも注目は子供たちの指揮者体験。
自分たちの動き一つでオーケストラがま
とまったりバラバラになったりと思い出
深い時間を共有してもらった。

　玉島北中学校が全国大会で準優勝するなど
躍進著しい玉島・浅口の中学校バスケット
ボール界により充実した指導機会を持っても
らうべくJX-ENEOS BASKETBALL CLINIC
を招聘。先生方にも大きな刺激になった。

男子 女子
北中 3 3
東中 3 3
西中 3 3
黒崎中 0 3
船穂中 0 3

男子 女子
真備東中 0 3
金光学園 3 3
鴨方中 3 0
寄島中 0 3
里庄中 3 2
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第２回野球教室　左から二人目
から右へ片岡安祐美さん、新谷
博元西武ライオンズ選手、大倉
孝一さん

第55期（2010.7~2011.6）

クラブテーマ

「繋げよう！ 感動・行動力　そして誠実な奉仕。」

音楽溢れる街たましまクラシック
コンサート、指揮者体験

音楽溢れる街たましま
クラシックコンサート

認証55周年記念式典 
警察協助員の会

交通安全教室

校内研修会

プロジェクター紹介

新入生オリエンテーション

学校保健集会

防犯教室

全校朝礼

防災・減災講演会

新入生説明会

給食試食会

立志式祝辞 中学校ソフトテニス大会

　認証55周年の年に当たり、記念事業として倉敷管弦楽団
（菊池東・クラブメンバー指揮）による「音楽溢れる街た
ましま」クラシックコンサート（10/３）、大倉孝一女子硬
式野球日本代表監督・新谷博元西武ライオンズ選手、片岡
安祐美茨城ゴールデンゴールズ監督を迎えた「野球教室」（12/
５）、講師に高橋秀先生、テーマを「暮らしの中の美術」
とした「記念講演」（４/17）、そして式典（４/17）と年間
を通して多忙な年であった。式典まであと一月の３月11日
に発生した東日本大震災を受け急遽祝宴を取りやめ、費用
の一部と会員諸兄の浄財を合わせ1,582,188円を義捐金と
して日本ライオンズクラブに送金した。祝宴取り止めのため、
全体の時間調整という右往左往が発生した。
　L.白神恒昭、L.田中修治、L.平野正勝、L.佐藤　薫の４
名のメンバーが逝去された。

会　　　長　大熊　龍彦
第一副会長　瀬尾　俊治
第二副会長　中野　開一
幹　　　事　丸川　秀雄
会　　　計　千田　隆訓

ライオン・テーマー　中藤　邦彦
テール・ツイスター　間部　秀彦
地区委員　　菊池　　東
55周年実行委員長
 　小泉　勝生

運営方針
１、創立55周年、全員参加で事業を成功に導く。
２、原点に立ち返り、相互理解と奉仕の精神をつちかう。
３、楽しい例会・出席率向上を目指す。
４、会員の増強でクラブ活性化をはかる。
５、他クラブとの親善関係を深める。

高橋秀先生による記念講演 会場一体となったライオンズローア

玉島４中学校へプロジェクター寄贈
（倉敷市立　玉島東中学校・玉島西中学校・玉島北中学校・黒崎中学校）

贈呈式

玉島東中学校

玉島西中学校

玉島北中学校

黒崎中学校

と　き　2015年11月17日（火）
ところ　倉敷市立玉島東中学校

　認証60周年記念事業の一環として玉島地区４中学
校へ記念品の贈呈を企画、各校へ希望を募ったとこ
ろ、体育館など広くあまり照明がないところで使用
できるプロジェクターの要望が強かった。贈呈後、
その使用状況を報告してもらった。

玉島ライオンズクラブ認証60周年記念事業
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玉浅良寛杯中学校野球大会

第56期（2011.7~2012.6）

クラブテーマ

「和をもって、広げよウイサーブ。」

チャリティーゴルフ大会

チューリップを円通寺
公園に植え付け

玉島消防署・三宅主任によるゲストスピーチ。
テーマ「東日本大震災被災地に派遣されて」

新会員入会式プールへEM菌投入。乙島小学校にて

玉島みなと公園へクスノ
キを記念植樹

　前期の周年疲れもあり、継続事業を重点的に行った。し
かし、一期一つは特徴ある事業をということでチャリティ
ゴルフを実施。盛況裏に終了することができた。また、玉
島公民館の取り壊しに伴いエントランスホールに置いてあっ
た「童と良寛」像（新倉敷駅設置ブロンズ像の原型）の移
転と修復問題が発生し、落ち着くまでに３年を要したこと
は記憶に新しい。この期には新入会員２名、年末家族例会
ではクラブメンバーによる古金バンド（古澤潤一、金藤耕
滋両氏）のデビューという楽しい話題もあった。
　しかし、L.原田耕治の逝去という前期に続く悲しい出来
事もあった。

会　　　長　瀬尾　俊治
第一副会長　中野　開一
第二副会長　仁科　　晃
幹　　　事　中藤　邦彦

会　　　計　大江　英昭
ライオン・テーマー　金藤　耕滋
テール・ツイスター　妹尾　光雄

運営方針
１、会員増強でクラブの活性化を計る。
２、 楽しい例会でクラブ員の義務である例会出席率100%
を目指す。

３、各委員会の頑張りで事業の成功を目指す。
４、他クラブとの友好関係を深める。

玉浅良寛杯中学校野球大会

ゲ

チャリティ ゴルフ大会

プ

第57期（2012.7~2013.6）

クラブテーマ

「温故知新」

なかよし運動会

山荘にて花見例会

第５回野球教室

久しぶりの献血でした。

　多くの継続事業を抱える中、クラブ内より地区役員３名、倉
敷西LCよりガバナー輩出、玉島文化センターを会場に地区年次
大会開催ということで、日程調整も含め何かと窮屈な一年間になっ
た。倉敷西LCとの合同アクト「献血」は久しぶりのアクティビ
ティとしてクラブ内の活性化になったようである。とのやま山
荘で囲炉裏を囲んでの花見例会は大いに盛り上がったが、翌朝
L.古澤潤一の急逝の報にはメンバー全員に衝撃が走った。

会　　　長　中野　開一
第一副会長　葛間　紘介
第二副会長　中藤　　収
幹　　　事　西田　正孝
会　　　計　大島　　隆
ライオン・テーマー　立花　　功
テール・ツイスター　佐藤　由教

地区役員
　小野　　厚
　（336B地区 4R-2Z ZC）
　菊池　　東
　（保健福祉委員長）
　中藤　　収
　(キャビネット副幹事）

運営方針
1、長い歴史で培った経験で、事業の成功を目指す。
2、会員増強でクラブの活性化をはかる。
3、楽しい例会で会員の親睦を深め、出席率の向上を目指す。
4、他クラブとの友好を深める。

玉島学園へ
協力金贈呈

なかよし運動会
炊き出し準備

第46回子ども会
球技大会
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第58期（2013.7~2014.6）

クラブテーマ

「明るく　楽しく　ウイサーブ」

防災セミナー。
講師佐々木雄治氏

防災セミナーにて消防署
職員による救命指導

第49回玉島柔道大会

釜石より被災者をお迎えして防災セミナー開催

円通寺にて暁天座禅参加

第31回溜川清掃大作戦

年末家族例会にて慶事のお祝い

　平成７年１月17日の阪神淡路大震災、平成23年３月11日
の東日本大震災など未曾有の災害をはじめとし、異常気象が
続く中、地域の防災意識を高めようと、東日本大震災被災地・
釜石より３名の方を迎え、防災セミナーを開催した。会場いっ
ぱいの人を集め、地域アクトにふさわしい内容であった。昨
年に引き続き、倉敷西LCより複合地区ガバナー協議会議長
を輩出の関係により336複合地区年次大会・前夜祭を担当。
ギリギリまで会場のキャパシティと参加人数に悩まされる事
態となったが参加者には喜んでもらえたのではないか。

会　　　長　葛間　紘介
第一副会長　中藤　　収
第二副会長　丸川　秀雄
幹　　　事　立花　　功

会　　　計　小泉　勝生
ライオン・テーマー　田中千祥子
テール・ツイスター　沼本　將宏
地区委員　　金邉　卓資

運営方針
1、会員増強および例会出席率の向上を目指す。
2、事業の無理・無駄を見直し、弾力的な運営を目指す。
3、他クラブ、他団体との友好を深める。

第59期（2014.7~2015.6）

クラブテーマ

「地域とともに We Serve」

中学生東日本被災地派遣・
現地の中学生との交流会

第15回玉浅良寛杯中学校
野球大会。久しぶりに優
勝旗が玉島へ。

YCE生受け入れ。ホストファミリーの田中様のご家族

　対内的には継続事業および経費見直しのため事業活性化
特別委員会を設置。検討を重ね、答申も出すが今一歩メン
バーへの浸透に至らず、事業を始めること、終わることの
困難さを認識させられた。
　アクトにおいては青少年の健全育成をメインテーマに
YCE生の受け入れと東日本大震災被災地への中学生の派遣
を行った。いずれも異文化を体験することが子どもたちの
成長に大きく寄与するであろうと意図するものである。被
災地を体験した中学生たちには全校生徒の前での発表を依
頼してあったが、見事なプレゼンぶりであり、体験するこ
とは考える訓練になるとの意を強く認識できた。

会　　　長　中藤　　収
第一副会長　丸川　秀雄
第二副会長　中藤　邦彦
幹　　　事　織田　勝年

会　　　計　安原　晴彦
ライオン・テーマー　佐藤　由教
テール・ツイスター　金藤　耕滋

運営方針
1、会員増強
2、品位ある例会
3、地域社会との親和

サヨナラ例会にて寸劇

中学生東日本被災地派遣・根浜地区の皆さんと

中学生被災地派遣現地にて
被害状況を聞く

第32回玉島・船穂地区
中学校ソフトテニス大会

中学生東日本被災地派遣 根浜地区の皆さんと
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岡山

広瀬　和紀
渡邉　　勝
村上　英之
葉上　光治

津山鶴山

金田　長之
平山　智雄

児島

山本　　勉
中村　堯夫
田島浩太郎
洲脇　伯造

玉野

住吉　孝文
三宅　宅三
井上　浩一

児島鷲羽

銅山　寛巳
森　陽一郎

玉野渋川

三宅　雅己
新木　　昇

灘崎

鍵山　仁実
柴田　忠人

倉敷ローズ

古谷千代子
原　　澄江
高橋千鶴子

倉敷水島

山下　洋一

近藤　良啓
吉田　幹也
守本　良介
平松　基生
加治　洋平
千田　勝己
石本　義則

倉敷南

穴見　慶一
石井　勝晴
大野　修一
大橋　精司
小野　健造
加藤　克彦
原　　敏樹
富樫　英一
三宅　忠次
三宅　啓一

倉敷西

赤野　勝俊
猪木　愼一
池田　　實
伊澤　新一
井上　秀夫
岡本　知之
荻原　　晁
小野　隆司
小幡　輝夫
金田　正哲
杭谷佐登子
國富　憲一
小林　健二
佐伯　善巳
佐藤美恵子
佐藤　嘉宏
高橋　英夫
高見　正之
滝沢　昭彦
武政　信人
立花　あき
田邉　　孝
田野　郁夫
出口　祥三
戸田　啓一
中桐　宣悦
西崎　哲一

畑野　健三
平井　弘明
平岡　秀樹
平野真理子
平松　喜良
堀　　利廣
松原　健一
光岡　　潔
見村　　聡
森本　臣男
矢吹　知行
山本　達也
吉田　啓二
渡辺　勝生
渡部　雅文

水島中央

安田　　優
竹内　　茂
長嶋　宏志
仁科鉄之介
千田　昌彦
砂田　旬信
砂田　義憲
仁科喜佐男
渡辺　政臣
名越　俊子

倉敷

松本　晃良
岡本　良夫
石伊　繁文
藤原　京子

倉敷東

亀山　博治
岡田　輝夫

倉敷真備

諏訪　光弘
武本　圭介

倉敷中央

赤澤　浩通

門脇　　繁

倉敷平成

森　　善三
小林　建雄
白濱　耕一
井上　健司
戸川　勝年
長尾　繁子

新倉敷

小山　隆明

井原

佐能　賢治
前原　義明
森　　義久

笠岡

山河　角一
若田　恰久
松浦　稔侑
平井　輝太
東森　　猛
高木　浩朗
濱田　仁海
三島　紀元
天野　　正
山河　満枝

金光

川上　　誠
松永都志子
平田　襄二
石田　　豊
植田　守彦
小野鶴太郎
河手　範雄
工藤　義正
酒井　　清
清水　秀雄
中務　二一
姫井　　成
松尾　　徹
柚木　　昌
渡辺　　悟

赤澤　義則
浅原　良機
安藤　　實
大江　英昭
大熊　龍彦
大島　　隆
太田龍之介
織田　勝年
小野　　厚
金邉　卓資
鎌田正三郎
河合　知則
菊池　　東

木村　育雄
金藤　耕滋
葛間　紘介
小泉　勝生
香西　明彦
廣本　　直
佐藤　由教
白神　弘子
瀬尾　俊治
妹尾　光雄
千田　　修
髙木　　豊
宅和　　操

立花　　功
立花　信夫
田中千祥子
徳永　健治
中塚　銀太
中塚　周一
中藤　　収
中藤　邦彦
中野　開一
西田　正孝
仁科　　晃
仁科　秀雄
沼本　將宏

畑本　修司
原田　脩郎
富士野　誠
別所　美治
間部　秀彦
丸川　秀雄
虫明　徳二
安原　晴彦
山本日出子
山本　雅一

　　OB会員
福武　　勇
村上　　晶

参加者名簿

玉島ライオンズクラブ

1R-1Z

6R-1Z

3R-1Z

4R-1Z

5R-1Z

5R-2Z4R-2Z

井原さくら

名合　良環
吉原　正敏

笠岡東

藤井　和男
横山　順二

新見

久川　幸治
山本　耕祐

総社

福島　　登
妹尾　　悟

総社雪舟

堀　　真弓
本多　　茂

6R-2Z

原田　耕治
2011年7月27日逝去

古澤　潤一
2013年4月21日逝去

物故会員
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